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「つながりを力に変える」
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本日の内容

• 三島市立学校における校務環境

• 本市の課題

• kintone導入の経緯

• kintoneとは

• kintoneの長所、短所

• kintone導入の決め手

• 修繕依頼業務の運用

• 共創体制

• 今後の展望
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三島市立学校における校務環境

校務系：オンプレミス型

学習系はローカルブレイ
クアウトにより、ネット
ワーク負荷の軽減を実施

教育委員会内に校務系セン
ターサーバを設置

GIGA端末：クラウド型
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• 行事予定の共有
• 教員間の情報連絡

（掲示板、メッセー

ジ機能、メール）

• 施設予約（特別教
室、備品）

三島市立学校における校務環境

• 出欠、健康状態の
連絡（保護者がア
プリ上で入力し、
教師の校務PCま
たはタブレット端
末で確認）

• 学籍管理
• 出欠管理
• 成績管理
• 通知票
• 指導要録作成
• 児童生徒の日々の

記録

教職員の声
• 朝の電話対応が減り、確実に出欠が確認でき

る。（留守電の時間に左右されない）
保護者の声
• 朝の忙しい時間帯でも手軽に連絡できる。

教職員の声
• テストの点数、日々の様子などを一元管理

でき、通知票から要録の作成までスムーズ
に進めることができる。

• 業務の効率化につながっている。

教職員の声
• 行事予定が確認でき、週報を出す必要がなくな

った。
• 教職員間でのメッセージのやりとりが簡単にで

きる。メールも使用できる。
• 特別教室等の施設予約が簡単にできる。

リーバーの結果を

手入力
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本市の課題

仕事が勤務時間内に終わらない 仕事を家に持ち帰る
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本市の課題

休日に学校に行って仕事をする 量的に負担と感じている業務(複数回答) 
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本市の課題

• 校務系システム、グループウェア等により効率化を行って

も長時間労働、休日出勤が常態化。

• 未だに紙やExcelで行っている校務が存在する。

• 健康管理アプリLEBERとの自動連携が不可能。

• 校務系サーバにアクセスできるのは学校内のみ。持ち帰っ

て仕事をしたい時は、管理職の許可を得て校務系サーバか

らPCにダウンロードし、そのPCを持ち帰りオフラインで使

用している。
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• 経産省「未来の教室」実証事業で、サイボウズが三島に。

• USBメモリ紛失事件を契機に、市長、教育長から校務のク

ラウド化の検討を指示された。

• 教育委員会と学校との間の校務に紙やExcel等で行っている

業務が多数ある。

• 学校では個人情報を多く扱う業務があり、小さな取り組み

だけど直ぐに始められる修繕依頼業務の提案を受け、やっ

てみようという気持ちが高まった。

導入の経緯
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• サイボウズ（株）が提供するビジネスアプリ作成クラウドサ

ービス。

• データとプロセス管理とコミュニケーションが一体化されチ

ーム毎の情報共有が可能。

• 難しいプログラミングを習得しなくても、ドラックアンドド

ロップ操作で、直感的に必要なアプリを作ることができる。

• 情報セキュリティマネジメントシステム認証である、

ISO27017、ISO27001を取得。

とは
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• 良くも悪くも業務用アプリは自分達で作る必要がある。

• 構造が複雑なアプリは、作った人しかカスタマイズでき

ない恐れ。

• 1アカウント900円/月のサブスクリプション。多くのアプ

リを開発することで費用対効果は増大していく。

• パッケージのシステムと違い、原則、カスタマイズ費用

が発生しない。

• アプリの自治体間での横展開が期待できる。

の長所、短所
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• 三島市出身のサイボウズ社員の存在。働き方改革において

先進的な企業である。

• 市内IT事業者の（株）アイティエスのサポート。アプリ開

発のスピードが早まるとともに、アプリ開発のための研修

会開催にも期待。

• 1年間無償アカウントによる実証事業で費用対効果を確認。

• 先ずは小さく始めることができ、現場の教員に改善効果を

感じてもらえそう。

導入の決め手
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修繕依頼業務の運用
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修繕依頼業務の運用

必須項目設定にすることで入力漏れが
防止でき、電話確認などの二度手間が
無くなった！
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修繕依頼業務の運用

案件毎のコミュ
ニケーションス
ペースにより、
どの案件での連
絡か一目瞭然！
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修繕依頼業務の運用

修繕の進捗状況が
一目でわかる！
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修繕依頼業務の運用

自動生成

市教委の支出負
担行為票に添付
するために作成
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効果

• 教頭先生の作業時間の削減、決裁承認のスピードUP。

• 修繕担当職員の業務効率化。

• 進捗状況の確認が容易に誰もが把握できる。

• 維持管理の質の向上。

• 当事者意識の向上 → 他の業務への応用を検討。

修繕依頼業務の運用
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共創体制

• アプリの運用及び普及

• 業務棚卸とアプリ運用

可能業務の洗い出し

• アプリ作成スキルの習

得

• 個人情報保護審議会へ

の対応

• kintone活用のアドバイ

ス

• 他学校・教育委員会事

例の共有・紹介

• 新アプリ構築

• ヘルプデスク対応

• アプリ作成研修会の企

画
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今後の展望

• 令和6年度に校務システムがライセンス更新時期を迎える。

• 全ての校務システムをゼロトラスト前提のクラウドに移行

したい。

• 今年度中に校務システムになく、かつ、個人情報が必要な

い「備品管理業務」等を随時追加予定。

• 年度当初の業務として教員の大きな負担となっている「家

庭環境調査票」のアプリ化を目指すことを校長会議で宣言

し、プロトタイプを作成中。
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この帳票を新1年生の保護者

に紙で提出を求めている。

その他に健康状態等の把握の

ための帳票を含め、6枚から7枚

の提出をお願いしている。

指導主事へのヒアリングでは、

これがペーパーレス化されたら

現場の教員にとっては大変助か

るとのこと。

参考：家庭環境調査票




